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１．ご 使 用 の 前 に

１.１ 各部の名称

(1) 外部の名称

デジタル表示器

電照板

照明自動点滅器

返却レバー

オートプライス選択ボタン

硬貨投入口
ディスプレイ台

※紙幣そう入口

メインドアロック

硬貨返却口

取出口

(2) 内部の名称

右庫内左庫内内扉

※コラムラベル

ディスプレイドア

クランプ

マルチラック

漏電しゃ断器

カバー

内扉ロック

コインメカニズム

コンベアシュート

※紙幣識別装置

メインコントロールボックス

リモコン

電装ボックス

フィルター・リレー基板

■冷・常温切替

※コンセント

■照明点灯モード

金庫 蒸発皿

しゃ風板

メインドアストッパ

図は１０セレクションの内部をあらわします。
庫内の仕様・本体幅等により，一部図と異なる場合があります。

メインドア

主銘板（ラベル）

凝縮器

図は１８釦仕様の外形をあらわします。
セレクション数等の仕様により，一部図と異なる場合があります。

スイッチボックス
（ヘルスコード有効機のみ）

※印はオプションです。
※製品により取りつかない場合があります。

※冷温表示板
※冷温自動切換表示器

※価格表示板
※価格自動切換表示器



A8711119b

１．ご 使 用 の 前 に

１.１ 各部の名称

(1) 外部の名称

デジタル表示器

電照板

照明自動点滅器

コラム№・￥・価格・
冷or常温表示

返却レバー

選択ボタン

硬貨投入口
ディスプレイ台

※紙幣そう入口

メインドアロック

硬貨返却口

取出口

(2) 内部の名称

右庫内左庫内内扉

※コラムラベル

ディスプレイドア

クランプ

マルチラック

漏電しゃ断器

カバー

内扉ロック

コインメカニズム

コンベアシュート

※紙幣識別装置

メインコントロールボックス

リモコン

電装ボックス

フィルター・リレー基板

■冷・常温切替

※コンセント

■照明点灯モード

金庫 蒸発皿

しゃ風板

メインドアストッパ

図は１０セレクションの内部をあらわします。
庫内の仕様・本体幅等により，一部図と異なる場合があります。

メインドア

主銘板（ラベル）

スイッチボックス
（ヘルスコード有効機のみ）

凝縮器

図は１０釦仕様の外形をあらわします。
セレクション数等の仕様により，一部図と異なる場合があります。

※印はオプションです。
※製品により取りつかない場合があります。
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，

つまみ

１.２ ディスプレイドアの開閉

(1) クランプ

クランプのつまみを上げて，ピンからつめをはずし
ディスプレイドアを開けてください。

(2) ディスプレイドアの閉じかた

１.３ カバーの開閉

(1) カバーの開けかた

カバーを持ち上げて，フックをはずし，開けてくだ
さい。

(2) カバーの閉じかた

閉じかたは上記の逆順でおこなってください。
フックは確実に引っかけてください。

(3) 南京錠の取付けかた

南京錠を取り付ける場合は，カバーと扉の穴に合わ
せて取り付けてください。

[！] 紙幣識別装置へは，南京錠は取り付けでき
        ません。

ｶﾊﾞｰ南京錠
推奨形状

ｶﾊﾞｰ

ﾌｯｸ

11.5

1
5

2
3

4.5

25
穴

ｸﾗﾝﾌﾟ

ﾋﾟﾝ

つめ

※製品によりディスプレイドアがない場合があります。

■ クランプの場合

■ スライダの場合

(1) スライダ

つまみを持って，スライダを左側に押しながら固定金
からつめをはずしてください。

つまみ

ｽﾗｲﾀﾞ

※製品によりカバーがない場合や，カバーの形状・位置が異なる場合があります。

(2) ディスプレイドアの閉じかた

上記の逆順でドアを確実に閉じてください。

クランプのつまみを下げて，ピンにつめがかかって
いることを確認してドアを確実に閉じてください。
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１.５ お札の取出し方法（オプション）

① ＢＶＪ・ＢＶＥタイプのロック付は，ロックを下げてください。

② スタッカラッチを操作し，スタッカを引き出してお札を取出してください。

③ スタッカを戻すときは，「カチッ」と音がするところまで押し込んでください。

④ ＢＶＪ・ＢＶＥタイプのロック付は，ロックを上げてください。

１.４ コインメカニズムについて

(1) つり銭の回収方法

■ つり銭回収スイッチで回収する場合

チューブつり銭回収スイッチは，インベントリースイッチ内にあ
ります。このスイッチを押して，つり銭を回収してください。

① チューブの金種と同じ金種スイッチを押すと，そのチューブ
   払出し動作になります。｢SUB｣スイッチを押すと，サブチュ
   ーブの払出し動作になります。
   払出しを中止するときは，払出し動作中に｢T/OFF｣スイッチ
   (Fﾀｲﾌﾟ)を押してください。
   CLXタイプはいずれかのつり銭回収スイッチを押してください。

(2) 清掃のしかた

■ 清掃箇所

清掃時，つぎの箇所（網かけ部分）を清掃してください。
・メインプレートの硬貨通路面
・スカベンジャーの硬貨通路面

ｽｶﾍﾞﾝｼﾞｬｰ

ﾒｲﾝﾌﾟﾚｰﾄ

SUBｽｲｯﾁ

つり銭回収
(金種)ｽｲｯﾁ

つり銭回収
(金種)ｽｲｯﾁ

T/OFFｽｲｯﾁ

(Fﾀｲﾌﾟ) (CLXﾀｲﾌﾟ)

500 100

50 10

点検

T/OFF SUB

500 100

50 10

SUB ZD

切替

ｱｸｾﾌﾟﾀｰ ｺｲﾝﾒｯｸ

自動

点検

※ロックは使用しないでください。

(BVJﾀｲﾌﾟﾛｯｸ付)

ﾛｯｸ

(BVEﾀｲﾌﾟﾛｯｸ付)

ｽﾀｯｶﾗｯﾁ

(BVEﾀｲﾌﾟ) (BVJﾀｲﾌﾟ) (NBXﾀｲﾌﾟ)
ｽﾀｯｶ
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２．販 売 の 前 に

２.１ 電源を入れる

専用のコンセントに電源プラグを差し込み，本体下部の電源スイッチをＯＮにした後，つぎの設定を
おこなってください。

(1) 照明点灯モードを設定する。

メインドア内側に取付けのリモコンの　　　を操作して照明の点灯モードを設定します。

省エネ節電時間帯も設定できます。
詳しくは「リモコンシステム操作の手引き」をごらんください。

キー種類  
LED点灯

照明自動点滅器と  
タイマーに連動します

[！] 各設定が終了したら，リモコン・コードは元の位置に戻してください。
リモコン・コードは，取出口へたれると，販売時に商品詰まりやイタズラを受ける場合があり
ます。

(2) 各種データの初期設定をする。

(1) 標準データでご使用になる場合  は，データの初期設定は不要です。この自動販売機は，工場
    出荷時において各種標準データを設定済みです。

(2) 標準データを変更される場合  は，「リモコンシステム操作の手引き」をごらんになり，デー
    タの確認・設定をしてください。

(3) 販売商品の確認（内扉のラベル参照）

[！] 販売可能商品として指定された商品以外は収納しないでください。変形や液もれしてい
        る商品は収納しないでください。指定外の商品を収納すると，故障の原因になります。

(4) 商品をつめる。

① 商品はコラムラベルを見ながら商品名および容量を間違えないように入れてください。
② びんまたはペット商品は，キャップを左側にして水平に一本ずつ入れてください。

[！] ラック以外の場所に商品を置かないでください。
[！] 商品を入れたあとすぐに販売するときや，多量に販売するときは，あらかじめ冷えた
        （温めた）商品を入れてください。

照  明

ＡＵＴＯ点灯

照 明

ＯＮ点灯 常時点灯

常時消灯ON,AUTO消灯(OFF状態)

２.２ ラックの設定
販売する商品により設定が必要です。
設定の方法は、内扉のラベルをごらんください。
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３．販売商品を変更する
ここでは，販売商品を変更するときにしていただく作業について説明します。はじめに変更する商品が
どのコラムと選択ボタンに設定されているか，内扉のラベルをごらんになって確認してください。

３.１ ラック内の商品を取り出す
[！] ラック内の商品を取り出すときは，必ず商品収容用の容器に取り出してください。

手で受け取るとけがの恐れがあります。
販売商品コラムが決まったら，リモコンを操作してそのコラムのラック内に残っている商品を全て取り
出します。

① あらかじめ商品収容用の容器を用意し，メインドア内側にあるリモコンの　　　　　 の位置を確認
   してください。

② 連続テスト販売または高速連続テスト販売をおこない，ラック内の商品を取り出します。

テスト販売のしかた各設定スイッチの位置は，別冊の「リモコンシステム操作の手引き」をごらん
ください。

〈 リモコンの操作手順 〉

連 続 テ ス ト

２回押す

■ 途中で販売を終了
　　したい場合

高速連続テスト

押す

３回押す

予約されたコラム
順にテスト販売を
開始します。

販売したいコラムの選
択ボタン※2を押すと
販売可能ランプが点灯
し，予約されます。

押す

※3

※1．点灯している選択ボタンを押すと，ランプが消えて予約が解除されます。

※2．製品により選択ボタンの形状が異なる場合があります。

※3．予約コラムの販売が売切れになると停止します。

※4．複数のコラムを予約した場合，再度スタートボタンを押すとつぎのコラムのテスト販売を開始します。

３.２ ラックを調整する
[！] 1. ラックの調整は確実におこなってください。不十分な場合，故障の原因になります。

 2. 間違った調整による故障の修理は有料となりますのでご注意ください。
販売する商品の長さや太さによって商品の投入口や出口の調整が必要です｡

ラックの調整をおこなう場合は，内扉のラベルをごらんになって確認してください。

ラック内に商品を補充後，１本目の商品の払い出し確認をおこない，販売商品と一致していることを
確認してください。

３.３ コラムラベルの商品名を変更する

３.４ ディスプレイ商品と表示価格を変更する
ディスプレイドアを開いて，ディスプレイ商品を変更してください。
また，必要に応じ価格ラベルを使って表示価格の変更をしてください。

モード

ｽﾀｰﾄ
ｽﾄｯﾌﾟ

テスト

テスト

モード
ｽﾀｰﾄ
ｽﾄｯﾌﾟ

モード
ｽﾀｰﾄ
ｽﾄｯﾌﾟ

※1 ※4

自動開閉式の取出口扉は，テストモードにすると取出口扉が開きます。

[！] 扉を開いて商品を払い出す際は，取出口扉を手で閉めてください。

通行人のけがや車両による人身事故の原因になります。

※5．自動開閉式の取出口扉は，テストモードにすると取出口扉が開きます。
     テストモードを終了すると取出口扉が閉まります。

※製品により選択ボタンの形状・デザインが異なる場合があります。補 足

■ ハッチドアの場合

ハッチドア，メインドアの順に開いて，ディスプレイ商品を変更してください。
また，必要に応じ価格ラベルを使って表示価格の変更をしてください。

■自動開閉式の取出口扉の場合

販売する商品の大きさによってコラム幅や棚ピッチの調整が必要です｡

■ マルチラックの場合

販売する商品の大きさによってアジャスターの調整が必要です｡

■ 直積ラックの場合
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または を押して，希望する価格を最高9,990円まで設定できます。

３.５ 価格設定を変更する

　価格設定の変更はリモコンでおこないます。

①　メインドア内側に取付けのリモコンを取り出し，下記の例に従って価格設定の変更をしてください。

　　選択ボタンと商品投入口の配列は内扉のラベルをごらんください。

例） 商品の販売価格を120円から150円に変更するときの操作要領を示します。

(1) を押す。

販売価格の設定項目になります。最初に価格１２０円を
表示します。

(2) を押す。

 (例 150:販売価格 150円)

(3) を押す。

販売可能ランプが消灯している選択ボタンを押すと，

販売可能ランプが点灯し，対応するコラムが現在表示

の価格に設定されます。

※製品により選択ボタンの形状・デザインが異なる場合があります。

(4) を押す。

待機状態に戻ります。

1．現在の内容を確認するときは，手順３を飛ばしてください。

2．手順３で複数の を押すと同一価格に設定することができます。

3．続けて別の価格に設定するときは，手順２，３を繰り返してください。

4．表示内容と設定範囲は，０～９,９９０円，１０円単位です。

価格
設定

終了

アップ ダウン

アップ ダウン

価格を変更します。押し続けると速く変わります。

デジタル表示 リモコン液晶表示

補 足

※製品により，価格表示は自動表示方式とラベルの貼付け方式があります。

(5) 価格設定の変更が終わりましたら，価格表示器の表示を確認してください。

また，必要に応じ価格ラベルを使って表示価格の変更をしてください。

：点灯（設定）

：消灯（未設定）

5．ペアコラム販売設定のときは，奇数番号コラムの価格設定となります。

　（※ペアコラム販売機能付機のみ）
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保持具(付属品)をディスプレイ台の
穴(３箇所)に差し込んでください。

ディスプレイ台裏側に見える保持具
の突起部(２箇所)を内側方向に挟み
込んで取り外してください。

(1) 保持具の取り付けかた

選択ボタンの黒く塗られた箇所に，
付属のラベルを貼り付けてください。

※出荷設定は，内扉のラベルをご覧
　になって確認してください。

(1) 選択ボタンのラベル貼り付けかた

ディスプレイ台の所定の位置に付属
のラベル(コラム№・￥・金額・冷or
常温)を貼り付けてください。

(2) ディスプレイ台のラベル貼り付けかた

(2) 保持具の取り外しかた

選択ﾎﾞﾀﾝ

選択ﾎﾞﾀﾝﾗﾍﾞﾙ

貼り付ける

黒く塗られた箇所
(ﾗﾍﾞﾙ貼り付け位置)

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ台

貼り付けﾗﾍﾞﾙ
(ｺﾗﾑ･\･金額･冷or常温）

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ台

差し込む

取り外す

突起部(2箇所)

取り付け穴

保持具
(付属品)

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ台

保持具
(付属品)

コラム№

＜貼り付け例＞

冷or常温

金額(数値)￥

３.６ ラベルの貼り付けかた

３.７ 保持具の取り付け，取り外しかた

■ コラムＮｏ．・￥・価格・冷温ｏｒ常温表示方式の場合
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４．冷却・加温の切替え
ここでは，庫内を冷却または加温に切替える方法を説明します。

４.１ 冷却・加温の切替え

〈切替方法〉

各庫内の冷却・加温の組合せはつぎの ４種類 が可能です。

１

左庫内 中庫内 右庫内

２

３

４ 冷  却

冷  却

加  温

加  温 加  温

加  温

冷  却 冷  却

冷  却 冷  却

冷  却

冷  却

■ 右庫内が冷却専用の場合（左庫内，中庫内，右庫内）

・ 右庫内は冷却専用です。
・ 左庫内，中庫内の冷却・加温の切替えは，メインドア内側に取付けてあるリモコンの冷温切替
   スイッチを操作してください。

製品により庫内の組み合わせ，冷却専用の位置が異なります。

〈切替方法〉

各庫内の冷却・加温の組合せはつぎの ２種類 が可能です。

１

左庫内 右庫内

２

冷  却

加  温

冷  却

冷  却

■ 左庫内が冷却専用の場合（左庫内，右庫内）

・ 左庫内は冷却専用です。
・ 右庫内の冷却・加温の切替えは，メインドア内側に取付けてあるリモコンの冷温切替スイッチを
   操作してください。

■ 左庫内が冷却専用の場合（左庫内，中庫内，右庫内）

各庫内の冷却・加温の組合せはつぎの ４種類 が可能です。

１

左庫内 中庫内 右庫内

２

３

４ 冷  却

冷  却

加  温

加  温

加  温 加  温

冷  却 冷  却

冷  却冷  却

冷  却冷  却

〈切替方法〉

・ 左庫内は冷却専用です。
・ 中庫内，右庫内の冷却・加温の切替えは，メインドア内側に取付けてあるリモコンの冷温切替
   スイッチを操作してください。

〈切替方法〉

各庫内の冷却・加温の組合せはつぎの ３種類 が可能です。
１

左庫内 中左庫内 中右庫内

２

３

冷  却

加  温

加  温 加  温

冷  却 冷  却

冷  却 冷  却

冷  却

右庫内

冷  却

冷  却

冷  却

・ 右庫内は冷却専用です。
・ 左庫内，中左庫内，中右庫内の冷却・加温の切替えは，メインドア内側に取付けてあるリモコンの
   冷温切替スイッチを操作してください。

■ 右庫内が冷却専用の場合（左庫内，中左庫内，中右庫内，右庫内）

  ※庫内の組み合わせは一例です。

  ※各庫内の冷却・加温の組み合わせは自動販売機内部のラベルをご覧ください。
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「Ｃ」を表示します。

「Ｈ」を表示します。

４.２ 冷温切替スイッチの操作のしかた

① リモコンのいずれかの庫内の冷温切替スイッチを２秒以上押したあと，切替えたい庫内の冷温切替
   スイッチを押すことで，冷却・加温運転が切替わります。
   ※冷却専用庫内は，冷温切替スイッチを押しても運転モードは切替わりません。

② １０秒以上無操作，またはモードキーを押すことで，冷却・加温切替えモードが終了します。

③ 切替操作が終わったら，リモコンを元の位置に確実に取付けてください。

ＬＥＤ

            
中庫内 … 冷却

左庫内 … 加温

加温運転時：ＬＥＤが点灯し液晶画面に

冷却運転時：ＬＥＤが消灯し液晶画面に

右庫内 … 冷却

冷温切替ｽｲｯﾁ表示例

アップ

終 了

書込み

スタート
ストップ

売上
集計

交互
販売

テスト

ダウン

モード

点   検
クリア

コラム
設   定

販売
休止

価格
設定

カウンタ
   No.

データ

点検カウンタ

温
冷温切替

(点灯)

冷(消灯)左 中 右

４.４ 冷温表示の変更

※製品により，冷温表示は自動表示方式と，差し込み・回転方式があります。

４.４.１ 冷温自動表示器を搭載していない場合（差し込み・回転方式）

冷却・加温の切替えが終わりましたら，冷温表示板の表示を変更してください。

① ディスプレイドアを開けてください。

② 変更する冷温表示板を差し替えるか，まわして，扉を確実に閉めてください。

４.４.２ 冷温自動表示器を搭載している場合

冷却・加温の切替えが終わりましたら，冷温価格表示器の表示を確認してください。

※製品により庫内の組み合わせ，冷却専用の位置が異なります。

■ ハッチドアの場合

① ハッチドア，メインドアの順に開けてください。

② 変更する冷温表示板を差し替えるか，まわして，扉を確実に閉めてください。

４.３ 常温設定のしかた

モード「ｅ－０７」にて各庫内の設定を行います。

   ０：常温設定解除（冷温設定）

   １：常温設定

リモコン表示

部屋数

２室 左庫内 右庫内

Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４

３室 左庫内 中庫内

４室 左庫内 中左庫内

右庫内

中右庫内 右庫内

常温設定はリモコンで行います。

製品により庫内の組み合わせ，常温設定の位置が異なります。

※製品により常温設定機能はありません。

※塗りつぶした庫内は設定しないでください。

※各庫内の冷却・加温・常温の組み合わせは自動販売機内部のラベルをご覧ください。

■ 缶・物品自動販売機の場合
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４.５ ヘルスコードの設定・解除方法

1 を５回押す。

ヘルスコード有効コラムの設定項目になります。

ヘルスコード有効コラムの販売可能ランプが点灯

します。

2 を押す。

ヘルスコード有効コラムに設定したいコラムの選

択ボタンを押すと，販売可能ランプが点灯します。

ヘルスコード有効を解除したいコラムの選択ボタ

ンを押すと，販売可能ランプが消灯します。

3 を押す。

待機状態に戻ります。

：点灯（設定）

：消灯（未設定）

終了

販売
休止

デジタル表示 リモコン液晶表示

［！］ヘルスコード機能がない機種は，設定をしないでください。
 　　 設定しても温度管理機能が働きません。

［！］温度管理機能が必要な商品を販売するときは，解除しないでください。

■ ヘルスコード機能がある場合
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５．ポスタパネル
ここでは，電装ボックスの開閉方法，ポスタパネルの取り外し・取り付け等の方法を説明します。

５.１ ポスタパネルの取り外しかたと取り付けかた

(1) 電装ボックスの開けかた

(2) ポスタパネルの取り外しかた

(3) ポスタパネルの取り付けかた

(4) 電装ボックスの閉じかた

電装ボックスの左下側にある矢印マーク
の下側を持ち上げて、開けてください。

取り付けかたは，右図の注）を確認いた

だき上記の逆順でおこなってください。

ポスタの取り付けが終了したら，電装ボ
ックスを確実に上記の逆順で閉めてくだ
さい。

■ 板金ポスタの場合

板金ポスタを少し持ち上げて下側を手前
側に引きながら取り外してください。

■ フィルムポスタの場合

① バックアップシートをたわませて上
   方の差し込み(左右)を外し，上部を
   少し手前に倒し持ち上げて下方の差
   し込みを抜いて取り外してください。

② ポスタをたわませて上方の差し込み
   を外して取り外してください。

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾊﾟﾈﾙ 差し込み

たわませる

ﾂﾒ注）ﾌｨﾙﾑﾎﾟｽﾀはﾂﾒ
の手前側に取り付
けてください。

（フィルムポスタ）

ﾂﾒ
ﾌｨﾙﾑﾎﾟｽﾀ

板金ﾎﾟｽﾀ

注）板金ﾎﾟｽﾀはﾂﾒの手前
側に取り付けてください。

ﾂﾒ

板金ﾎﾟｽﾀ

注）板金ﾎﾟｽﾀは
両側にあるﾂﾒの
奥側に取り付け
てください。

注）板金ﾎﾟｽﾀは
左側にあるﾂﾒの
手前側に取り付
けてください。

（板金ポスタ）

持ち上げる

矢印ﾏｰｸ

ﾘﾓｺﾝ
※電装ﾎﾞｯｸｽ

※製品により，電装ボックスがない場合
　があります。

※製品により，ポスタは鉄板やフィルム
　の場合や取り付いていない場合があり
　ます。

電装品取付台

電源ﾎﾞｯｸｽ
ﾒｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽ

ﾎﾟｽﾀﾊﾟﾈﾙ

②

③

④

（ハッチドア）

■ ハッチドアの場合
① ハッチドア，メインドアの順に扉を開けてくだ
   さい。

② 電装品取付台を両手で持ち，手前に引きながら
   持ち上げてください。

③ 手前に倒してください。

④ ポスタパネルを両手で引き出して交換してくだ
   さい。

■ 電装ボックスがある場合

■ 電装ボックスがある場合
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取扱説明書・マルチラック

富士電機自動販売機

① ラック前面のとっ手を持ち上げて，ラック

　 全体を手前に引き出してください。

ラックを引き出すときはゆっくり引き
出し，自分のからだや内扉にぶつけな
いでください。
事故の原因になります。

とっ手

② コラム扉を持ち上げ，回転させ開けます。

③ 商品をラックにつめてください。
ｺﾗﾑ扉

※ コラムラベルを見ながら商品名および容量

を間違えないように入れてください。

④ 商品をつめ終えたら，コラム扉を確実に閉

めてください。

   コラム扉の閉めかたは，コラム扉をラック

   本体側（開けたときと逆方向）へ回転させ，

   コラム扉の角穴をラック本体のつめに確実

   に引っ掛けてください。このとき，コラム

   扉の下部のつめがガイド板の内側に差し込

   まれていることを確認してください。

角穴

ｺﾗﾑ扉

⑤ ラックを確実に収納してください。

コラム扉が確実に閉められていない場
合，ラックが引き出せないなど故障の
原因となりますのでご注意ください。

ｺﾗﾑ扉

ラック

商品投入口

ｶﾞｲﾄﾞ板

つめ

コラム扉

１.商品の充てん

つめ
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（１）チェーンピッチ設定

（２）コラム幅設定

仕切板の設定を変更することでコラム幅を極細・細・標準・太・極太に設定できます。

７ピッチ １０ピッチ ７・１０ピッチ以外
数

棚
×

チ
ッ

ピ
定

指

数
棚

×
チ

ッ
ピ

数
端

２.マルチラックの設定

Ａ 寸 法

法
寸

Ａ

７
×

７
Ｐ

７
×

７
Ｐ

３
×

８
Ｐ

３
×

８
Ｐ

４
×

０
１

Ｐ

４
×

０
１

Ｐ

３
×

１
１

Ｐ

３
×

１
１

Ｐ

チェーンピッチ
（リンク数）

棚設定（指定ピッチ×棚数＋端数ピッチ×棚数

端数ピッチ×棚数

Ｐ５×２

Ｐ６×１

Ｐ７×２

Ｐ８×６

Ｐ９×２

Ｐ１０×２

指定ピッチ×棚数

Ｐ４×３４

Ｐ５×２８

Ｐ６×２２

Ｐ７×１４

Ｐ８×１６

Ｐ９×１４

Ｐ１０×８ Ｐ１１×６

４

５

６

７

８

９

１０

Ａ寸法
（㎜）

３６

４８

５９

７１

８３

９４

１０６

収容数
（個/コラム）

１７

１４

１１

１０

８

７

７

Ｐ４×２Ｐ３×４６３(※） ２４ ２２

　※　ラックの型式「１９ＭＳ５Ｍ－Ｃ」は設定しないでください。

    ［！］販売トラブルの原因になります。

仕切板(固定)

標準 標準 標準 標準 標準

細 太 標準 細 太

太 細 細 極太 細

太 極細 太

仕切板(可変)



スイッチ付近での商品棚の取付け・取外しを行な

わないでださい。スイッチに当たると故障の恐れ

があります。

商品棚

スイッチ付近での
商品棚の取付け・
取外しを行なわな
いでださい。

スイッチ

ガイド(上)

ガイド(下)

スイッチ

チェーン

左 中 右

商品棚背面板

仕切板

A8710823b

（１）各部の名称

３.設定のしかた

マルチラックを商品収納側から見た時の各部品の名称を下図に示します。

（２）コラム幅の変更

商品のサイズに合わせて，仕切板の位置を変更してください。

仕切板（可変）は３か所（左・中・右）設定可能です。

変更後，仕切板（可変）のつめやカールが同一設定に取り付いているかご確認ください。

１か所でも違う設定に取り付いていると販売トラブルの原因となります。

（３）商品棚取付け・取外し時の注意

（３）項
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３.設定のしかた

③ 商品棚を下から順に取り付けます。

   商品棚を奥まで入れて商品棚のつめをチェーンのピン

   に確実に引っ掛けてください。

   このとき棚が下に止まるまで下げてください。

　 商品棚の付いている所を０として数えます。

   ７ピッチの場合は，７番目に商品棚を取り付けます。

①ラックの型式「１９ＭＳ５Ｍ－Ｃ」のとき

※ ３ピッチ以下，１１ピッチ以上の取付けは絶対にし

   ないでください。破損や故障の恐れがあります。

※機種によってボタン配列が異なる場合が
　あります。

■ 商品棚ピッチの数えかた

④ リモコンのモード［ｂ－２３］を表示させた状態で

　 選択ボタンを押すか，リモコンの［アップ／ダウン］

   キーで該当コラムを指定して，［スタート／ストップ］

   キーを押してください。

⑤ ①から④の作業を繰り返して，全ての棚を変更して

   ください。

⑥ 商品棚の取付け作業が完了したら，リモコンの

   ［テスト］キーを２回押して，デジタル表示器に

   「ＴＳＴ２」を表示させた状態で④同様，該当コラム

   を動作させます。

   空送りをして正規待機位置に棚を止めてください。

※ 商品棚ピッチを変更したときは，必ず⑥項の空送りを

   おこなってください。

   空送りをしないと，商品があっても「売切」となり，

   正常な販売ができません。

① 商品棚を奥まで

 　入れてください。

② 下に止まるまで

　  下げてください。

０

１

２

３

４

５

６

７

②ラックの型式「１９ＭＳ５Ｍ－Ｃ」以外のとき

※ ２ピッチ以下，１１ピッチ以上の取付けは絶対にし

   ないでください。破損や故障の恐れがあります。 ②
禁
止

①
禁
止

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

ダウンキー

モード
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟキー

テストキー

アップキー

（４）棚ピッチの変更

販売する商品の高さに合わせて商品棚のピッチを設定

してください。

① 一番上の商品棚から順番に全部の棚を外してください。

   商品棚の奥側をつまんで片方ずつ引き上げてください。

② 引き上げた商品棚を手前に引いて取り外してください。

■ 商品棚ピッチの変更のしかた

①-2
①-1

②
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４.販売商品別ラック設定

① 商品は必ず一番下から順につめてください。

② 商品はもれのないようにつめてください。

③ 商品の質量・形状・種類によって，販売できない

場合があります。　 

④ 商品が左右の壁に触れないようにつめてください。

商品をつめるときは，チェーンエレベータの
チェーン部に触れないでください。
けがの恐れがあります。

マルチラックに商品をつめるときは，つぎの点にご注意ください。

［！］商品が安定した姿勢になるようにつめてくだ
　　　さい。

［！］商品が左右の壁に触れないようにつめてくだ
　　　さい。

［！］商品重量は１棚あたり３５０ｇ以下、１コラム
　　　あたり３.７ｋｇ以下にしてください。

ローディングもれのないようにしてください

必ず一番下からローディングしてください

［！］設定をおこなうときは，①・②を必ず実施してください。

［！］上記記載の設定以外では，販売しないでください。故障やトラブルの原因となります。

箱物 箱物 箱物 箱物 箱物

箱物 円筒形 缶形円筒形 缶形

太

４

１７個

外　形

①コラム設定

②チェーンピッチ

収容個数

外　形

①コラム設定

②チェーンピッチ

収容個数

標準

６

１１個

太・極太標準

４

１７個

３

２２個

細・標準

５

１４個

極細

３

２２個

太・極太細～極太

８

８個

１０

７個

極細

７

１０個

細

８

８個

１
０
８

φ６６

φ９６

１
２
２

φ６７

１
３
３

φ５４

１
４
３

φ７２
４３

７３

１
３
５

４０

７４

１
５
１

１７

３０

１
３
０

２７

９１

１
６
４

３０

８７

１
６
３

１８

１２０

９
１

※商品寸法は参考値です。

※商品寸法は参考値です。
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５.リモコンの操作

■ 単品テスト販売

■ マルチラック棚交換販売

ダウンキー

モード

ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟキー

テストキー

アップキー

１回押す

該当コラムを指定します。

２回押す

該当コラムを指定します。

該当コラムを指定します。

モード

■ 連続テスト販売

※機種によってボタン配列が異なる場合が
　あります。
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６.商品のつめかた

① 箱物の場合  　

④ 缶形の場合 

② 円筒形の場合　　 

③ 円筒形の場合 

箱物は長手方向
から装填

径サイズが
大きい方を
手前方向と
して装填

径サイズが
大きい方を
手前方向と
して装填

飲み口を
手前方向と
して装填



このたびは弊社自動販売機をお買い上げいただきまして，まことにありがとうございました。
ご使用になる前によくお読みいただき，正しい製品知識と取扱いにより末永くご愛用いただきます
ようお願い申し上げます。

モードキーの機能項目とデータ範囲

モードには，選択，タイマ，機種固有設定，釣銭合わせ，ルーレット，プリンタ，マルチ，保温の
８種類があり，それぞれモードには更に機能の操作項目番号があります。
モードの操作項目番号を入力して機能の設定や確認をします。

  モード キー

項  目  内  容 データの範囲(備考)

コラム－セレクション配線パターン切換の １：夏  ２：冬  ３：春  ４：秋
設定・確認 99：出荷時パターン

グループ集計コラムの設定・確認 任意コラム(１～10Gr)

つづけ買い個数の設定・確認 ０：無制限，１～９個

交互販売コラムの設定・確認 任意コラム(１～30Gr)

満杯収容数の設定・確認 ０～999個

外部表示の設定・確認 ０：表示しない
１：残数表示
２：補給数表示
３：累計売上個数表示
４：庫内温度表示

割引対象個数／コラムの設定・確認 ０：割引しない
１～９：１～９個，任意コラム

割引金額の設定・確認 ０：割引しない
10～90：10～90円（10円単位）

自動返金時間の設定・確認 ０：無制限，１～30秒

フリーベンドの設定 ０：フリーベンドしない
１：一括フリーベンドする

過去故障の確認・クリア 最大16件

補給数リセット操作

扉開閉日時の確認 過去15回分

販売履歴の確認・クリア 過去１００回販売時の「投入月日」
「投入時分」「投入金額」「販売金額」
「残金」「販売コラム№」

消音モードの設定・確認 ０：実施しない  １：実施する

お読みになった後は，大切に保管してください。

取扱説明書

 YDA55H5A179 C01

ｽﾀｰﾄ
ｽﾄｯﾌﾟ

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ/ﾘﾓｺﾝ
液晶表示器

富士電機自動販売機
リモコンシステム操作の手引き
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モードキーの機能項目とデータ範囲

項  目  内  容 データの範囲(備考)

出荷時データへのプリセット操作

デジタル表示器のスクリーンセーバの設定・ ０：スクリーンセーバ表示をしない
確認 １～４：パターン１～４

売切ランプ点灯原因の確認 ４桁

販売可能ランプ消灯原因の確認 ４桁

照明年間カレンダの設定・確認 ０：しない(無効)  １：する(有効)

売行き確認モニタ機能の設定・確認 ０：売行き確認モニタ機能を使用しない
１：売行き確認モニタ機能を使用する
    （絶不調コラムの販売は可能)
２：売行き確認モニタ機能を使用する
    （絶不調コラムの販売は不可)

コラム別フリーベンドの設定・確認 任意コラム

らくらく賞味期限　管理本数設定・確認 ０～99個

らくらく賞味期限　賞味期限期間設定・確認 ０～180日

らくらく賞味期限　販売停止の設定・確認 ０：賞味期限切れ時に販売停止の設定を
　　しない
１：賞味期限切れ時に販売停止の設定を
　　する

価格自動表示消灯設定（４桁価格対応） ０：消灯しない  １：消灯する

スクールタイマ時間帯／コラムの設定・確認 ０～23時，０～59分
(Ａ～Ｃパターンにつき各７回）

スクールタイマ曜日別パターンの設定・確認 Ａ～Ｃ(各曜日に対して）
０：パターン設定なし

照明節電時間帯の設定・確認 ０～23時，０～59分

現在時刻の設定・確認 ０～23時，０～59分

現在月日の設定・確認 １～12月，１～31日

現在年の設定・確認 00～49(2000～2049）

０：連続運転
１：ファンコントロールする

照明消灯条件の設定・確認 ０：照明自動点滅器，タイマの少なくと
    も一方ＯＦＦで照明消灯
１：照明自動点滅器，タイマの両方とも
    ＯＦＦで照明消灯
２：照明自動点滅器 ＯＦＦで照明消灯
３：タイマＯＦＦで照明消灯
４：照明自動点滅器ＯＮで照明消灯
    （暗くなったら照明消灯）
５：人感センサＯＦＦで照明消灯

ビルバリデータ禁止時間帯の設定・確認 ０～23時

照明消灯曜日の設定・確認 １～７（日～土）
設定曜日数：最大４

割引時間帯の設定・確認 ０～23時

インベントリー禁止時間帯の設定・確認 ０～23時

調光時間帯の設定・確認 ０～23時

らくらく賞味期限　賞味期限間近表示の日数 ０～30日
設定・確認

らくらく賞味期限　販売期間の日数設定・確認 ０～180日

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ/ﾘﾓｺﾝ
液晶表示器

庫内ファンコントロールの設定・確認
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モードキーの機能項目とデータ範囲

項  目  内  容 データの範囲(備考)

２本売り防止スイッチ指定コラムの設定・確認 １～８  任意コラム

オプションカウンタ仕様の設定・確認 ０：ｶｳﾝﾀなし
１：ﾌﾟﾗｲｽｶｳﾝﾀ／ﾃｽﾄｶｳﾝﾄする
２：ﾌﾟﾗｲｽｶｳﾝﾀ／ﾃｽﾄｶｳﾝﾄしない
３：ｸﾞﾙｰﾌﾟｶｳﾝﾀ／ﾃｽﾄｶｳﾝﾄする
４：ｸﾞﾙｰﾌﾟｶｳﾝﾀ／ﾃｽﾄｶｳﾝﾄしない
５：価格固定ｶｳﾝﾀ
    (ﾌﾟﾗｲｽｶｳﾝﾀ／ﾃｽﾄｶｳﾝﾄしない)

庫内温度レベルの設定・確認 ０～10(ＨＯＴは０～９)

偽造コイン対応の設定・確認 ０：しない
１～４：０～99枚

構造モードの設定・確認 ９桁

売上データクリア操作切換モードの設定・ ０：コラム別売上クリア操作不可
確認 １：コラム別売上クリア操作可能
通信速度の設定・確認 ２：4800bps

３：9600bps
４：19.2kbps

複数コラム割付の設定・確認 10グループ

２コラム可能設定（１Ｌペット対応)の設定・ ０：分割しない
確認 １：分割する
室外ファン逆転制御の設定・確認 ０：室外ファン逆転制御しない

１：室外ファン逆転制御する
選択ボタンイルミネーション表示速度の設定・ １～99(0.1秒)
確認
照明自動点滅器感度／ブザー音量の設定・確認 １桁目：照明自動点滅器感度

２桁目：ブザー音量

選択ボタン連動の設定 32グループ

寒冷地仕様の設定・確認 ０：寒冷地仕様の制御を実施しない
１：寒冷地仕様の制御を実施する

トータル／コラム別キーカウンタ売上個数の ０～999,999個
確認・クリア
グループ制御実行時間の設定・確認 ０：グループ制御を実施しない

１～30：グループ制御を実施する時間
（単位：時間）

扉開時の省エネ解除の設定・確認 ０：扉開時の省エネ解除を実施しない
１：扉開時の省エネ解除を実施する

冷却庫内ＯＮ／ＯＦＦ温度の設定・確認 －9.0～70.0℃

加温庫内ＯＮ／ＯＦＦ温度の設定・確認 －9.0～70.0℃

ＶＴＳビルバリ挿入枚数設定・確認 １～４枚

釣銭合わせの確認・払出し動作 「０」：釣銭合わせ未設定
自動チューブ￥10～￥500 下２桁表示
手動チューブ￥10～￥500 「    －－」：増加チューブ有

４桁表示
「－－－－」：過不足なし

各金種表示：不足チューブ有
自動チューブ不足枚数:０～９８
釣銭合わせなし：99
手動チューブ不足枚数：０～998
釣銭合わせなし：999

釣銭合わせ枚数の設定・確認 【自動チューブ】
自動チューブ￥10～￥500  枚数設定：０～98
手動チューブ￥10～￥500  釣銭合わせなし：99

【手動チューブ】
 枚数設定：０～998
 釣銭合わせなし：999

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ/ﾘﾓｺﾝ
液晶表示器
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モードキーの機能項目とデータ範囲

項  目  内  容 データの範囲(備考)

釣銭合わせモードの設定・確認 ０：釣銭合わせしない
１：自動釣銭合わせモード
    (チューブインモード)
２：自動チューブ残量モード
    (チューブ残量モード)

ルーレット当たり確率／コラムの設定・確認 ０：当たりなし
１：1/2 (テストモード)
10～990：1/10～1/990
999：ルーレットなし

プリンタ印字切換えの設定・確認 ０：補給数印字しない
１：補給数印字する
２：特殊フォーマット(売切/売上/稼働)

機種番号の設定・確認 ８桁

商品コードの設定・確認 ６桁

トータル売上のクリア操作 トータル売上個数・金額
ルーレット当たり個数・金額
テスト販売個数

コラム別売上のクリア操作 コラム別売上個数・金額
コラム別ルーレット当たり個数
（プリンタ印字のみ有効）

マルチラック棚交換テスト販売

保温温度の設定・確認 庫内１～４
10.0～30.0℃

保温制御の設定・確認 庫内１～４
０：保温制御しない
１：保温制御する

マ
ル
チ

保
　
温
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故障コードとその内容
故障が発生すると，リモコンの点検ランプが点滅します。点検ランプが点滅したときは，［点検／
クリア］キーを押してください。
リモコンの液晶表示部と自動販売機メインドアにあるデジタル表示器に故障コードが表示されます。
故障の内容をつぎの表で確認して対処してください。

異常時の点検・修理をするときは，必ずＥＬＢボックスの電源スイッチをＯＦＦにして対処してください。

● 機種によっては，表示されない故障コードがあります。

故障コード一覧表

故障ｺｰﾄﾞ 故  障  内  容 対  処  方  法

セレクションリレーＯＮせず

セレクションリレーに信号を受信してもセレ

クションがＯＮにならず，商品が販売されま

せん。

ベンドリレーＯＮせず 搬出スレーブボックスまたは搬出リレーボックスを点

ベンドリレー（コモンリレー）に信号を送信 検して，調子が悪いときは交換してください。

してもベンドリレーがＯＮにならず，商品が 交換後，電源を再投入してください。

販売されません。

ベンドリレーＯＦＦせず

ベンドリレー（コモンリレー）が溶着し，

ＯＮ状態になったままです。

選択ボタン故障

選択ボタンが押したままの状態になっていま 選択ボタンを点検し，交換してください。

す。

搬出モータ回らず（チェーンラック他） 搬出スレーブボックスまたは搬出リレーボックスを点

搬出モータが始動しません。 検して，調子が悪いときは交換してください。

搬出モータロック（チェーンラック他） 交換後，電源を再投入してください。

搬出モータがロックしています。

低温食衛異常 ヘルスコード発生庫内の商品を入替後，マスタースイ

庫内温度が１０℃以上となってから１時間 ッチのヘルスコードボタンを押下 または，扉開閉を

以上経過し，ヘルスコードが発生していま してください。

す。

時計データ異常

時計データが正しくありません。 現在時刻（年･月･日･時分）を再設定してください。

（電源投入時，待機中）

メモリデータ異常 ・設定データをチェックし，異常データがあれば再設

停電時メモリデータのバックアップができま   定してください。

せん。 ・電池の電圧をチェックし，低いときは交換してくだ

  さい。

メカ指定モード未設定

搬出機構モードが全コラム未設定または正し 搬出機構モードを正しく再設定してください。

く設定されていない。

選択ボタンクロス配線未設定 コラム－セレクション配線を正しく再設定してくださ

選択ボタンクロス配線の設定がされていない い。

選択ボタンがあります。

通信ラインショート メインコントロールボックスを交換してください。

メインコントロールボックス側送信ラインが 通信回復により自動復帰します。

１秒以上「ＬＯＷ」になります。

搬出スレーブボード通信異常 ＩＳＳ信号ライン（８Ｐカプラ）と搬出スレーブの接

搬出スレーブの交信が無応答または受信デー 続を点検し，尚異常がある場合は，搬出スレーブを交

タ異常で正常に行われません。 換してください。

リモコン部通信異常 ＩＳＳ信号ライン（５Ｐカプラ）ＸＡ赤とリモコンの

リモコンの交信が無応答または受信データの 接続を点検し，尚異常がある場合はリモコンを交換し

異常で正常に行われません。 てください。

賞味期限切れ 賞味期限切れの商品をすべて払い出してください。
らくらく賞味期限で期限切れが発生していま
す。
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故障コード一覧表

故障ｺｰﾄﾞ 故  障  内  容 対  処  方  法

待機位置異常 ベンドメックが正常待

（シングル販売時及び 機位置になっておらず

  ペアコラム販売時の 正逆モータ通電開始後，・販売復帰スイッチにて正常待機位置に復帰します。

  奇数№コラム側） 100ms以内にリセット ・ベンドメックを点検交換してください。

待機位置異常 スイッチＯＮ及び停止

（ペアコラム販売時偶 スイッチＯＦＦになり

※１   数№コラム側） ません。

販売モータ回らず

（シングル販売時及び 正逆モータ通電開始後,

  ペアコラム販売時の リセットスイッチが ・販売復帰スイッチにて正常待機位置に復帰します。

  奇数№コラム側） ＯＮの状態から３秒以 ・ベンドメックを点検交換してください。

販売モータ回らず 内にＯＦＦしません。 ・本体スレーブを点検交換してください。

（ペアコラム販売時偶

※１   数№コラム側）

販売モータロック

（シングル販売時及び 正逆モータ通電開始し

  ペアコラム販売時の てリセットスイッチが ・販売復帰スイッチにて正常待機位置に復帰します。

  奇数№コラム側） ＯＦＦ後，３秒以内に ・ベンドメックを点検交換してください。

販売モータロック 停止スイッチがＯＮし

（ペアコラム販売時偶 ません。

※１   数№コラム側）

販売モータロック

（シングル販売時及び 正逆モータが９０°

  ペアコラム販売時の 停止位置に停止して ・商品詰まりが発生していないか確認してください。

  奇数№コラム側） １秒後逆転動作開始後, ・販売復帰スイッチにて正常待機位置に復帰します。

販売モータロック ３秒以内に停止スイッ ・ベンドメックを点検交換してください。

（ペアコラム販売時偶 チがＯＦＦしません。

※１   数№コラム側）

販売モータロック 正逆モータが９０°

（シングル販売時及び 停止位置から逆転動作

  ペアコラム販売時の 開始して停止スイッチ ・商品詰まりが発生していないか確認してください。

  奇数№コラム側） がＯＦＦ後，３秒以内 ・販売復帰スイッチにて正常待機位置に復帰します。

販売モータロック にリセットスイッチが ・ベンドメックを点検交換してください。

（ペアコラム販売時偶 ＯＮしません。

※１   数№コラム側）

停止位置異常

（シングル販売時及び 正逆モータが９０°

  ペアコラム販売時の 停止位置に停止後， ・販売復帰スイッチにて正常待機位置に復帰します。

  奇数№コラム側） リセットスイッチが ・ベンドメックを点検交換してください。

停止位置異常 ＯＦＦ及び停止スイ

（ペアコラム販売時偶 ッチがＯＮしません。

※１   数№コラム側）

構造データ異常 ・本体スレーブと接続ユニットの接続を確認してくだ

構造データと接続ユニットが異なります。   さい。

・接続ユニットとの通信が正常に行われませ ・接続ユニットを点検交換してください。

　ん。

・構造データと接続ユニットの組

ラック＃１通信異常 ・本体スレーブと左から１番目のラック接続ユニット

左から１番目のラックの接続ユニットの通信 　の接続を確認してください。

異常です。 ・左から１番目のラック接続ユニットを点検交換して

  ください。

ラック＃２通信異常 ・本体スレーブと左から２番目のラック接続ユニット

左から２番目のラックの接続ユニットの通信 　の接続を確認してください。

異常です。 ・左から２番目のラック接続ユニットを点検交換して

  ください。

ラック＃３通信異常 ・本体スレーブと左から３番目のラック接続ユニット

左から３番目のラックの接続ユニットの通信 　の接続を確認してください。

異常です。 ・左から３番目のラック接続ユニットを点検交換して

  ください。

※１  ツインラック専用の故障コードです。
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故障コード一覧表

故障ｺｰﾄﾞ 故  障  内  容 対  処  方  法

ラック＃４通信異常 ・本体スレーブと左から４番目のラック接続ユニット

左から４番目のラックの接続ユニットの通信 　の接続を確認してください。

異常です。 ・左から４番目のラック接続ユニットを点検交換して

  ください。

ラック＃５通信異常 ・本体スレーブと左から５番目のラック接続ユニット

左から５番目のラックの接続ユニットの通信 　の接続を確認してください。

異常です。 ・左から５番目のラック接続ユニットを点検交換して

  ください。

ラック＃６通信異常 ・本体スレーブと左から６番目のラック接続ユニット

左から６番目のラックの接続ユニットの通信 　の接続を確認してください。

異常です。 ・左から６番目のラック接続ユニットを点検交換して

  ください。

ラック＃７通信異常 ・本体スレーブと左から７番目のラック接続ユニット

左から７番目のラックの接続ユニットの通信 　の接続を確認してください。

異常です。 ・左から７番目のラック接続ユニットを点検交換して

  ください。

ラック＃８通信異常 ・本体スレーブと左から８番目のラック接続ユニット

左から８番目のラックの接続ユニットの通信 　の接続を確認してください。

異常です。 ・左から８番目のラック接続ユニットを点検交換して

  ください。

ラック＃９通信異常 ・本体スレーブと左から９番目のラック接続ユニット

左から９番目のラックの接続ユニットの通信 　の接続を確認してください。

異常です。 ・左から９番目のラック接続ユニットを点検交換して

  ください。

ラックユニット接続異常 ・ラックへの接続カプラの接続と配線を確認してくだ

ラックユニットのアドレスが重複・歯抜けに   さい。

なっています。 ・ラックユニットの接続カプラを確認してください。

・接続ユニットを点検交換してください。

室外ファンモータロック 凝縮器用ファンモータロックの原因を取り除いてくだ

室外ファンモータがロックしています。 さい。

構造モード異常 正しい構造モードを設定してください。

正しい構造モードが設定されていません。

搬出モータ異常 連続テスト販売（チェック販売）を行ってください。

モータＡメックの自走スイッチがＯＮしませ

ん。

冷却／加温設定異常 冷却／加温組合せパターンの確認をして冷却／加温切

庫内の冷却／加温組合せモードで禁止のパタ 替えスイッチを正しい組合せに再設定してください。

ーンが設定されています。

温度サーミスタ１異常 左庫内の温度を確認し，異常がある場合は，その庫内

（左庫内） 庫内温度サーミスタが の温度サーミスタを交換してください。

温度サーミスタ２異常 ショート／オープンし 左から２番目の庫内の温度を確認し，異常がある場合

（左から２番目の庫内) ているか，または庫内 は，その庫内の温度サーミスタを交換してください。

温度サーミスタ３異常 温度が異常(80℃以上ま 左から３番目の庫内の温度を確認し，異常がある場合

（左から３番目の庫内) たは－20℃以下）にな は，その庫内の温度サーミスタを交換してください。

温度サーミスタ４異常 っています。 左から４番目の庫内の温度を確認し，異常がある場合

（左から４番目の庫内) は，その庫内の温度サーミスタを交換してください。

温度サーミスタ５異常 左蒸発器部の温度を確認し，異常がある場合は，その

（左蒸発器） 庫内の温度サーミスタを交換してください。

温度サーミスタ６異常 左から２番目の蒸発器部の温度を確認し，異常がある

（左から２番目の 蒸発器の温度サーミス 場合は，その蒸発器部の温度サーミスタを交換してく

蒸発器） タがショートしている，ださい。

温度サーミスタ７異常 または蒸発器部の温度 左から３番目の蒸発器部の温度を確認し，異常がある

（左から３番目の が異常（80℃以上）に 場合は，その蒸発器部の温度サーミスタを交換してく

蒸発器） なっています。 ださい。

温度サーミスタ８異常 左から４番目の蒸発器部の温度を確認し，異常がある

（左から４番目の 場合は，その蒸発器部の温度サーミスタを交換してく

蒸発器） ださい。

温度サーミスタ１７異常（外気温） 外気温度サーミスタを交換してください。

外気温度サーミスタがショート／オープンし

ています。
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故障コード一覧表

故障ｺｰﾄﾞ 故  障  内  容 対  処  方  法

庫内１エバ温度異常

  異常がある場合は交換してください。

・左から１番目の庫内の温度サーミスタを確認し，異

  常がある場合は交換してください。

庫内２エバ温度異常

  異常がある場合は交換してください。

・左から２番目の庫内の温度サーミスタを確認し，異

  常がある場合は交換してください。

庫内３エバ温度異常

  異常がある場合は交換してください。

・左から３番目の庫内の温度サーミスタを確認し，異

  常がある場合は交換してください。

冷却庫内高温異常 ・庫内ファンモータを確認してください。

・凝縮器用ファンモータを確認してください。

・電磁弁を確認してください。

・庫内の各温度サーミスタの取り付けを点検してくだ

　さい。

・冷却ユニットを交換してください。

吸入温度センサー異常 ・吸入温度サーミスタの接続を確認してください。

・吸入温度サーミスタを交換してください。

温   度 抵  抗  値 温   度 抵  抗  値

０℃ １７.０ｋΩ ４０℃   ２.６ｋΩ

１０℃ １０.１ｋΩ ５０℃   １.８ｋΩ

２０℃   ６.２ｋΩ ６０℃   １.２ｋΩ

３０℃   ４.０ｋΩ

           製品に関するお問い合わせ、サービス・修理のご用命は
                   全国共通ナビ・ダイヤル　℡０５７０－０５６０２２　へご連絡ください。

 　 (コールはフジ)

全国販売拠点網

北海道支社 〒060-0031 北海道札幌市中央区北一条東二丁目 5-2 (札幌泉第一ﾋﾞﾙ) ℡ 011-804-5060

東北支社 〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町一丁目 9-1 (仙台ﾄﾗｽﾄﾀﾜｰ) ℡ 022-716-5851

北陸支社（金沢支店） 〒921-8001 石川県金沢市高畠三丁目 192番 ℡ 076-291-8830

中部支社 〒460-0007 愛知県名古屋市中区新栄一丁目 5-8 (広小路ｱｸｱﾌﾟﾚｲｽ) ℡ 052-746-1050

関西支社 〒530-0011 大阪府大阪市北区大深町 3-1 (ｸﾞﾗﾝﾌﾛﾝﾄ大阪 ﾀﾜｰB) ℡ 06-7166-7316

中国支社 〒730-0022 広島県広島市中区銀山町 14-18 ℡ 082-545-2138

四国支社 〒760-0017 香川県高松市番町 1-6-8 （高松興銀ﾋﾞﾙ） ℡ 087-851-9102

九州支社 〒812-0025 福岡県福岡市博多区店屋町 5-18 （博多NSﾋﾞﾙ） ℡ 092-283-6111

沖縄支社 〒900-0004 沖縄県那覇市銘苅 2-4-51 （ｼﾞｪｲ･ﾂｰﾋﾞﾙ） ℡ 098-867-3999

営業統括部 〒141-0032 東京都品川区大崎 1-11-2 ｹﾞｰﾄｼﾃｨ大崎ｲｰｽﾄﾀﾜｰ 〔営業第一部〕 ℡ 03-5435-7080

部品ｾﾝﾀｰ 〒510-8631 三重県四日市市富士町 1-27 （ﾅﾋﾞ･ﾀﾞｲﾔﾙ） ℡ 0120-992-513

 '20．04．01現在

常

異

る

す

温度サーミスタ
庫内温度サーミスタ，外気温度サーミスタ，蒸発器サーミスタ
補助ガスクーラ出口温度サーミスタ※

・左から１番目の蒸発器部の温度サーミスタを確認し,

・左から２番目の蒸発器部の温度サーミスタを確認し,

・左から３番目の蒸発器部の温度サーミスタを確認し,
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このたびは弊社自動販売機をお買い上げいただきまして，まことにありがとうございました。
ご使用になる前によくお読みいただき，正しい製品知識と取扱いにより末永くご愛用いただきます
ようお願い申し上げます。

も  く  じ

１．特長とはたらき……………………………………１

２．一般仕様……………………………………………１

３．紙幣識別装置の外観と各部の名称………………２

４．お取扱紙幣の条件…………………………………２

５．金庫内の紙幣の取出し方法………………………３

６．故障時の取扱いかた………………………………３

本書中の記号について

：ご注意事項 紙幣識別装置のはたらきに影響
する重要事項です。必ずお読み
ください。

お読みになった後は，大切に保管してください。

取扱説明書

 YDA55H58575b C01

富士電機ビルバリデータ
形名　ＢＶＥシリーズ



 １．特長とはたらき

特長

★着脱が簡単なユニット構造 ★予防保全機能の向上 ★抑止機能

 識別ユニット，スタッカユニット  点検ランプ・点検スイッチにより  真券以外が連続して５回投入・排
 プッシャユニット，筐体の４つの  予防保全機能がアップしました。  除されると，自動で識別精度をア
 ユニットが容易に分離できます。  ップします。

 ２．一 般 仕 様

Ｂ Ｖ Ｅ ２ １ Ｓ Ｌ Ｆ ４

ﾋﾞﾙﾊﾞﾘ ｶﾞｲﾄﾞｸﾞﾁ形状
4:4型

ｼﾘｰｽﾞ名 8:8型(逆取付)

形            名 識別紙幣 F:ﾌﾗｯﾊﾟ付
2:千円/二千円紙幣

仕様
収容枚数 L:簡易ﾛｯｸ
1:100枚
2:200枚
3:300枚

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
S:ｼﾘｱﾙ

１ 紙   幣   挿   入   口 １か所

２ 紙  幣  挿  入  方  向 長手方向

３ 識     別     紙     幣 千円紙幣，二千円紙幣

４ 周     囲     温     度 温度－１５℃～６０℃，３０～９０％ＲＨ（結露なきこと）

５ モ  ニ  タ  ー  機  能 受付率表示（緑色），故障表示（黄色）

６ 受 入 可 能 表 示 機 能 有（ガイドグチ，緑色ＬＥＤ）

ｴｽｸﾛ 1)エスクロ方式 ローラーよる現物エスクロ

７ 機能 2)エスクロ枚数 最大１枚（千円紙幣または二千円紙幣）

3)返 却 時 間 １.４秒（標準）

1)紙幣収納方式 整列積（千円，二千円混合スタック）

８ ｽﾀｯｶ 2)紙幣収納枚数 １００枚以上（再鑑済流通券）

機能 3)紙幣取出方式 一括取出し（スタッカ取外し可）

4)紙幣満杯検知 満杯スイッチ

９ 搬     送     方     式 ＤＣモーターによる自動搬送

－１－



 ３．紙幣識別装置の外観と各部の名称

識別部ﾗｯﾁ

紙幣識別部

表示ﾗﾝﾌﾟ
紙幣入口

点検ﾗﾝﾌﾟ

ｽﾀｯｶﾗｯﾁ
ﾛｯｸ 入口ﾗﾝﾌﾟ

鍵穴 ｽﾀｯｶ

注意銘板

故障ﾗﾝﾌﾟ
(黄色)

動作中ﾗﾝﾌﾟ
(緑色)

点検ランプ（緑） 設定ｽｲｯﾁ
消灯:通常運転時
点灯:清掃時期通知

※紙幣受入れ率 点検スイッチ（赤）
  低下時に点灯 点検ランプを消灯させる時に

使用します（１秒以上押す)。
清掃後に押してください｡

 ４．お取扱紙幣の条件

ひどい汚れ，折れ，破れのあるものは金庫に入れず，別に管理してください。

つぎの紙幣を入れると，紙幣つまりの原因になります。入れないでください。

･汚れている
･ぬれている，しめっている

･波打っている

･たばねたもの

･折りぐせが強い

･ひどくヨレヨレ･シワがよっている･折れ曲がっている

使用できない紙幣

･ソリが大きい･穴が開いている ･破れている ･中央が折れている ･異物が貼り付けてある

･印刷ｽﾞﾚなど異常と
判断できる

－２－



 ５．金庫内の紙幣の取出し方法

①  ロックを下に移動します。（ロック付機のみ）

②  スタッカラッチを下に押さえながらスタッカ ｽﾀｯｶ
    を手前に倒します。

ﾛｯｸ(緑色)

③  開ききった状態にし，スタッカ内の紙幣を取
    り出します。

④  スタッカを取り外して紙幣を回収することも
    できます。スタッカを取り外すときは，スタ
    ッカを持ち上げ，スタッカの突起が本体の突 ｽﾀｯｶ 本体
    起より上に移動したときに，手前に引き出し
    ます。

    取り付けは，取り外しの逆手順で行います。

突起

⑤  スタッカの背（「押」の表示がある所）を
    『カチッ』と音がし，スタッカラッチがかか
    るまで押します。

セットが不十分では紙幣を受入れできません。

 ６．故障時の取扱いかた

この紙幣識別装置は，自動販売機本体のコントロールと関連がありますので，お札を受付け
なくなったときは，サービスマンにご連絡ください。

●  本書の内容は，改善のため事前連絡なしに変更することがあります。

お願い
  紙幣識別装置の所定の場所以外への流出は，偽造紙幣犯罪の主要な原因となります。機器の
買い換えの際は，ユーザー各位にて破砕等の方法により紙幣識別機能を消滅させ，廃棄してい
ただきますようお願い致します。

ｽﾀｯｶﾗｯﾁ

－３－



このたびは弊社自動販売機をお買い上げいただきまして，まことにありがとうございました。
ご使用になる前によくお読みいただき，正しい製品知識と取扱いにより末永くご愛用いただきます
ようお願い申し上げます。

も  く  じ

１．一般仕様……………………………………………１

２．紙幣識別装置の外観と各部の名称………………１

３．お取扱紙幣の条件…………………………………２

４．金庫内のお札の取出し方法………………………２

５．故障時の取扱いかた………………………………２

本書中の記号について

：ご注意事項 ビルバリデータのはたらきに影
響する重要事項です。必ずお読
みください。

お読みになった後は，大切に保管してください。 製造国  日本

取扱説明書

 YDA55H58576a C01

富士電機ビルバリデータ
形名 ＮＢＸシリーズ
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１．一 般 仕 様

ＮＢＸシリーズ

１ １カ所

２ 長手４方向

３ １０００円紙幣，２０００円紙幣

４ 約１秒（真券と判定されるまで）

紙幣回収中/異常検知中(赤色点灯),識別センサー汚れ検知(赤色点滅),

点検通知(緑色点灯),正常時消灯

６ 光方式，磁気方式併用

７ 有（シャッター方式）

１）エスクロ：ベルトによる現物エスクロ

８ ２）紙幣一時保留枚数：最大１枚

３）返却時間：１秒（標準）

１）紙幣収納方式：整列積

９ ２）紙幣収納枚数：約９５枚（1000円紙幣)，約９０枚（2000円紙幣)

３）紙幣取出方式：一括取出し

２．紙幣識別装置の外観と各部の名称

ﾌﾛﾝﾄﾏｽｸ

ｼｭｰﾄ ｽﾀｯｶﾗｯﾁ

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ
ｽﾀｯｶ

モ ニ タ ー 機 能

引 き 抜 き 防 止 機 能

紙 幣 一 時 保 留 機 能

ス タ ッ カ 機 能

識 別 方 式

項 目

紙 幣 挿 入 口

紙 幣 挿 入 方 向

５

識 別 紙 幣

識 別 時 間
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３．お取扱紙幣の条件

ひどい汚れ，折れ，破れのあるものは金庫に入れず，別に管理してください。

つぎの紙幣を入れると，紙幣つまりの原因になります。入れないでください。

４．金庫内のお札の取出し方法

①  スタッカラッチを押し下げて，スタッカを引
    き出してください。

ｽﾀｯｶﾗｯﾁ

ｽﾀｯｶ

②  お札を抜き取ってください。
    スタッカを戻すときは，パチーンと音がする
    ところまで押し込んでください。

５．故障時の取扱いかた

この紙幣識別装置は，自動販売機本体のコントロールと関連がありますので，お札を受付け
なくなったときは，サービスマンにご連絡ください。

●  本書の内容は，改善のため事前連絡なしに変更することがあります。

お願い
  紙幣識別装置の所定の場所以外への流出は，偽造紙幣犯罪の主要な原因となります。機器の
買い換えの際は，ユーザー各位にて破砕等の方法により紙幣識別機能を消滅させ，廃棄してい
ただきますようお願い致します。

･汚れている
･ぬれている，しめっている

･波打っている

･たばねたもの

･折りぐせが強い

･ひどくヨレヨレ･シワがよっている･折れ曲がっている

使用できない紙幣

ｽﾀｯｶ

･ソリが大きい･穴が開いている ･破れている ･中央が折れている ･異物が貼り付けてある

･印刷ｽﾞﾚなど異常と
判断できる


